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「丑」と児童職員の名前の漢字でつくりました 

 

 

                                

 

 

 

 

 

あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします。 

令和３年が幕を開け、学校も３学期が始まりました。新型コロナウイルスの流行拡

大が続き、当たり前の日常が取り戻せない昨年でしたが、今年はコロナが終息に向か

い、コロナ前の平穏な生活が取り戻せることを願うばかりです。 

 

始業式には丑年にちなんで、牛から学べる二つのことについて話しました。 

一つ目は「牛歩千里」という言葉です。「牛歩」というと、国会での法案採決の際に

議員の方が投票箱まで、ゆっくり歩いて時間稼ぎをする場面を思い浮かべられる方も

いらっしゃるかもしれません。「牛歩戦術」とも言われ、好印象でとらえられにくい言葉かもしれ

ません。しかし「牛歩千里」（「牛の歩みも千里」とも）は、牛の歩みのようにゆっくりでも、一歩

一歩着実に進んでいけば千里の距離も進むことができる。遠く大きな目標であっても小さな努力を

積み重ねていけば、きっと願いが叶い目標が達成できるという意味です。子どもたちには、今年の

干支の牛のように、一歩一歩を大事にする一年であってほしいと伝えました。人と競うことに終始

することなく、自分のペースで目標に向かって努力を続けていける人になってほしいと思っていま

す。 

そして、二つ目は牛の優しさです。『十二支のはじまり』（やまちかずひろ文 小学館）の話から

牛の優しさが伝わってくる場面を紹介しました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

神様が森の動物たちにおふれを出しました。「元日の朝、私のところへ出かけてきなさい。最初に到着し

たものから、１２番目までを１年ごとにその年の大将にしてあげます。」というものです。動物たちはみな、

一着になるぞ、とはりきっていました。元日になると足のおそい牛が誰よりも早く夜が明ける前から、出発

しました。すると牛小屋の天井でそれを見ていたねずみが、こっそりと牛の背中に飛び乗り、牛の背中の上

ですやすやと寝てしまいました。そんなこととは知らない牛が、遠くはなれた神様の家の門の前までたどり

着きました。やがて朝が来て門が開いたとたん、牛の背中からねずみがぴょこ

んと飛び降り、ねずみが一着になりました。牛が二着となり、続いて１０匹の

動物たちが次々とゴールしました。 

一着にはなれなかった牛ですが、楽をして一着になったねずみに対し

て怒ったり、仕返しをしたりすることはなかったそうです。温かな心を

もつ愛情あふれる牛の姿です。 

優しい心をもちながら、小さな努力を積み重ねる。そんな牛の姿を見

習いながら、飛躍の年になるように頑張ってほしいところです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キラリ 輝く 阿井っ子

 

島根県仁多郡奥出雲町立阿井小学校  

学校だより 

あいさつ 一生懸命 あいじょう 

●学校スローガン 

令和３年 １月２１日発行 №10 

千里の道も一歩から 

スキー教室 

一面銀世界となった三井野原
スキー場あしはらゲレンデで、スキ
ー教室を行いました。コロナ感染
予防のため、今年度はベースとな
る宿を２か所に分け、密にならな
いようにしました。昨年度は暖冬の
ため実施できませんでしたので、低
学年はほとんどがはじめてのスキー
体験です。最初のうちはスキー靴
をはいて歩くこともたいへんそうな子
どもも、あっという間に慣れ、スキー

を満喫することができました。子ども
たちの指導をしていただいた山田さ
ん、卯木さん、和久利さん、藤原
さん、原さん、古澤さん、ありがとう
ございました。 

シーズンごとの積雪量を調べてみました。（気象庁資料を

もとに作成。12 月の積雪は翌年分として）この冬の雪は、

過去 20 年間で３度目の１ｍ越えですね。ちなみに昭和

38 年には亀嵩で 3ｍ50ｃｍの積雪があったことが記録に

残っており、「三八豪雪」として語り継がれています。 

冬を楽しむ 

書き初めは平安時代から行われてきた日本の伝

統的な正月の行事です。阿井小では、昨年末に三

沢の高橋さんを講師にお招きし、書き初め練習会を

行いました。みんな真剣な表情で作品づくりに取り組

んでいました。 

雪合戦 
水道の水も氷柱に 

書き初め 
奥出雲町最深積雪量（横田） 
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年 
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石見銀山遺跡 １～３年生は宍道ふるさと森林公園、出雲科

学館に遠足に行きました。３年生がリーダーと

なってみんなで遊んだり、班ごとにお弁当を食

べたりしました。出雲科学館では展示体験プラ

ザの展示装置を使って科学の遊びを楽しみまし

た。少し風が冷たかったですが、みんなで協力

しあって仲良く遊ぶことができました。 

 読み聞かせをした後、本にまつわる

岩だきけやき 

６年生が１２月１７日・１８日の２日間の日程で、修学旅行に行きました。例年実施して

きた仁多地域小学校の連合修学旅行が取りやめになったことから、保護者の皆さんのご意見

や子どもたちの声を聞きながら、今年度は石見地方を巡るコースを考えました。同じ島根県

でも多くの子どもにとってはじめて訪れる場所が多く、学びの多い修学旅行となりました。 

東西に長い島根県の歴史や文化について考え、奥出雲町との違いも肌で感じた２日間でし

た。食事も石見地方の海や山の食材がふんだんに使われており、大満足だったようです。 

コロナ禍の中で、実施も危ぶまれた修学旅行でしたが、全員元気に参加することができ、

６年生にとって最高の思い出になりました。 

オーダーメイドの学びをめざして  阿井小の特別支援教育 

通常の学級にも特別な支援の必要な児童が
います。学習で困っている児童に手を差し伸べ
たり助言したりすることで、停滞していた活動
が再び動き出すことがあります。本校では、必
要に応じて学習支援員が授業のサポートをし
たり、TT（ティームティーチング）の形で担任
外の職員が授業に入ったりしながら、学習の支
援を行っています。 
また学習の流れを黒板に張り出し、学習の見

通しをもたせたり、ＩＣＴ機器を使って説明し
たりしながら、どの子にとっても分かりやすい
授業をめざしています。 

通常の学級での学習におおむね参加でき、一

部の特別な指導を必要とする程度の障がいの

ある児童生徒に対して、特別な場（通級指導教

室）で行う形態です。子どもの自立を目指し、

障がいによる困難を改善・克服するために一人

一人の状況に応じた指導を行っており、一週間

に一時間程度、個別で学習をしています。通級

指導教室設置校の三成小学校の担当職員に指

導を行っていただいています。保護者の方の願

いや指導のねらいなどを共有し、指導による効

果を検証しながらすすめています。 

阿井小には特別支援学級が２学級ありま

す。ひばり学級、こばと学級です。それぞれ

の学級では、児童の実態からどのような力

をどのような場で伸ばすべきか検討を重

ね、ねらいや目標を明確にしながら個に応

じた学習をすすめています。また、将来自

立した生活を営むことができるようにする

ために「自立活動」という領域を設定し、障

がいによる学習上または生活上の困難を改

善・克服するための知識、技能、態度、習慣

を養う場を設けています。 

子ども一人一人の顔が違うように、一人一人の個性も違います。いろいろな個性
がぶつかり合い、ともに成長していく場所が学校です。子どもたちは日々の学習や
様々な体験を通して、多くのことを学びたい、成長し続けていきたいという思いを
もっています。しかしながら、友達とうまくかかわれなかったり、指示されたことの
意味が分からなかったりして、本来の力を出し切れずに困惑してしまう場面もある
と思います。子どもたちが伸び伸びと楽しく学校生活を送ることができるようにす
るため、一人一人に応じた適切な支援を提供していくことが特別支援教育の基盤と
しての考え方であり、阿井小学校でも子ども一人一人の教育的なニーズに応じた支
援を様々な場ですすめています。まさにオーダーメイドの教育です。 

奥出雲町内の小中学校の特別支援学級で学んでい
る子どもたち同士の交流を目的とした会です。その
名の通り、にこにこと笑顔があふれる会です。それ
ぞれの児童生徒の課題を踏まえた役割を果たすこと
で大きな達成感をもったり、他校の児童生徒とのか
かわりを通して他者とのコミュニケーションの力を
培ったりしています。１２月には仁多中学校の特別

支援学級を訪問し、他校の子どもたちと仲良く活動
をしました。今年度は新型コロナのため春と秋の合

同学習の場が中止となりましたが、２月に予定され
ている「にこにこ交流会」に向けて、子どもたちは
はりきって計画をねっているところです。 

 

世界こども美術館 陶芸体験（尾上窯） 浜田漁港 

しまね海洋館アクアス かなぎウエスタンライディングパーク 
ゆうひパーク浜田 

 通常の学級における指導 

通級による指導 

 特別支援学級における指導 

 にこにこの会 

■１月・・・・・・・・・・・・・  
２３日（土）人権・同和教育に視点を  

当てた授業公開日  
２５日（月）振替休業日  
  

■２月・・・・・・・・・  
 １日（月）ロープジャンプ大会（～５日） 
４日（木）スキー教室予備日・弁当日  
５日（金）新一年生一日入学  
８日（月）お話出前（６年）  
９日（火）スピーチ集会  

１０日（水）特別支援学級にこにこ交流会  
１１日（木）建国記念の日  
１６日（火）スーパーホッケー交流会  
１７日（水）授業公開日・学級懇談会  
１８日（木）児童総会 PTA 役員会  
１９日（金）避難訓練  
２３日（火）天皇誕生日  
２６日（金）６年生を送る会  
 

■３月  
１７日（水）卒業証書授与式リハーサル  
１９日（金）卒業証書授与式  
２４日（水）修了式・離任式  
 

島根県共同募金会奥出雲町共同募金委

員会に５４２９円を寄付しました。児童・

保護者の皆さんから善意を寄せていただ

き、ありがとうございました。 

行事予定 

島根県再発見の旅  修学旅行 

石見畳ヶ浦 

本校では特別支援教育コーディネーター

を中心に特別支援教育校内委員会を設置

し、定期的に児童の支援について話し合う

場を設けています。保護者の方と面談の場

をもって保護者の方の思いを聴いたり、関

係の機関からの指導を仰いだりしながらよ

りよい支援の在り方を検討しています。 

お子さんのことで心配なことが

ありましたら、どうかお気軽にご相

談ください。（本校のコーディネー

ター、担任など）また、奥出雲町教

育委員会、島根県教育センター、出

雲養護学校などにも保護者児童生

徒を対象とした相談窓口もありま

す。学校までお問合せください。 

木次乳業株式会社、株式会社山陰合同

銀行様より図書カードを寄贈いただき

ました。「食に関する書籍」等活用させて

いただきます。ありがとうございまし

た。 


